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献 呈 の 辞
40有 余年の長 きにわたって専任教員であられた北島忠男教授は,1998年11月 に満70歳 を迎え
られ,本 年3月 末をもって明治大学商学部 を定年退職されることになりました。
先生 は,本 学の予科,商 学部商学科,大 学院商学研究科の特選研究生を経て,1957年 に直ち
に母校商学部の専任講師になられ,そ の後,助 教授,教 授 として私たちの学部の教育研究の発
展のために尽力 してこられました。
教育研究活動一筋に歩 まれた先生 は,商 学部の商業総論 と証券市場論の科 目を講義されまし
た。先生の文字通 りの誠実なお人柄 を反映 したその熱心な講義 は,受 講者にとって極めて明解・
的確で分か りやすい内容 として学生間で高い評価を得てお りましたCそ れはまた,北 島ゼミナ
ールへの多数の入室志願者数にも如実にみられ ました。現に,演 習開設か ら今 日まで,先 生の
ゼ ミナールで教 えを受けた学生数は1,158名(1部527名,II部424名,明大短期大学207名)
の多数に達 し,そ のゼ ミナ リステンから多 くの逸材が輩出されました。さらに先生は,新 潟大
学,和 光大学,中 央大学をはじめとする十指 に及ぶ大学へ も出講 され,大 学教育 に広 く貢献さ
れました。
先生は,「所有 と経営の分離」という視点から伝統的企業論を批判的に展開 したバー リ=ミ ー
ンズ著 『近代株式会社 と私有財産』の翻訳者 と,してつとに知 られており,こ の古典的名著の紹
介を通 してバー リ=ミ ーンズの理論 を学界に広 く普及 させ られ ました。 また先生は,学 位論文
『株式所有権の分散 と集中に関する研究』で商学博士 となられました。
さらに先生 は,商 業学 と証券市場論にまたがる多 くの研究業績 を残されました。
当初,恩 師林久吉教授 のもとで証券市場論を専攻されていた先生は,配 給論 という科 目を担
当していた石井一雄助教授が急逝されたことにより,急 遽,現 在の商業総論 に相当する配給論
も専攻することになりました。 もっとも恩師林教授時代の日本の商業学ないし商学の研究者た
ちは,商 学の研究対象 を財貨の取引関係 として捉 え,そ の中で,商 品の取引制度を商業学で,
証券の取引制度 を証券市場論でそれぞれ同時に考究 してお りました。 こうした経緯 と背景から,
先生は,研 究対象を商業学 と証券市場論のふたつの領域 とし,そ の研究方法 を商業学 も証券市
場論 もともに商品 ・証券の市場制度論的考察 として研究 されました。
その後,社 会経済の変貌に大 きく影響 されて,配 給論は,一 方でマーケティング論 として展
開され,他 方で商品流通の社会経済的側面 を考究する流通論 として展開されていきます。その
過程で,先 生の学問は,商 業総論 を流通論 として捉らえ,商 品流通の機構 と機能の多角的分析
的研究,さ らにその合理的組織化 と商品流通の効率化 の研究へ と発展 していきました。 またそ
11
の後,経 済の高度成長 を背景 にして,こ れまでの証券市場論 とりわけ取引所論の中で投機市場
とされた証券市場 は,資 本調達 と投資の市場へと変貌し,商 学の領域から離脱 していきます。
その過程で,先 生の証券市場論は,証 券市場を金融市場の一環である資金市場 として耀 えた研
究へ と展開 していきました。
こうした学問の専門化 と細分化 に対応 した先生の真摯な研究 は 『現代流通論』,『現代証券市
場』をはじめとする多 くの労作に結晶 され,そ の集大成された精緻な研究業績 は学界で高 く評
価 されています。
また先生は,学 外では,証 券経済学会,日 本商業学会の理事,ア ジア市場経済学会の会長な
どを歴任 されて学術研究に大 きな貢献 をされると同時に,学 内では,商 学部の産業経営学科長,
商学科長,大 学院商学研究科の専攻主任,委 員長 として明治大学の教育研究の発展のために活
躍 されました。
明治大学商学部は,定 年後のさらなるご活躍とご健勝 を念じつつ,こ こに先生の多年にわた
るご功労 とご業績に対 して敬意 と感謝の意を表して,古 稀記念号 として編纂:しました本誌を献
呈す る次第です。
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